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東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
（
都
区
協
）
は
、
五
年

に
一
度
全
国
規
模
の
俳
句
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
創
立
四
十
周
年
俳
句
大
会
を
無
事
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
際
こ
の
俳
句
大
会
を
も
う
一
歩
前
進

さ
せ
、
毎
年
の
開
催
と
す
る
提
案
が
あ
り
、
検
討
の

結
果
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
周
囲
の

近
県
（
神
奈
川
、
千
葉
、
多
摩
、
埼
玉
等
）
で
は
何

年
も
前
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
一
番

多
い
都
区
協
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
と

の
声
も
あ
り
、
踏
み
切
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

主
な
趣
旨
と
し
て
は
①
俳
句
の
普
及
と
活
性
化
②

会
員
増
強
③
赤
字
財
政
の
黒
字
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
現
在
実
行
し

て
い
る
行
事
で
手
一
杯
な
の
で
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
秋

季
吟
行
会
・
新
入
会
員
歓
迎
会
を
そ
の
ま
ま
俳
句
大

会
に
移
行
す
る
こ
と
に
。
幸
い
な
こ
と
に
、
四
十
周

年
の
時
か
ら
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
全
国
俳
誌
協
会
、

荒
川
区
の
ご
協
力
を
、
賞
と
い
う
形
で
引
き
続
き
得

ら
れ
、
さ
ら
に
新
し
く
台
東
区
か
ら
の
後
援
も
決
定

し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
現
在
、
作
品
募
集
の
チ
ラ
シ
の
作
成

に
入
り
、
特
別
選
考
委
員
の
先
生
方
の
快
諾
を
得
、

後
は
応
募
句
を
待
つ
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本

誌
に
同
封
の
応
募
用
紙
に
よ
る
投
句
、
ま
た
発
展
基

金
へ
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

令
和
六
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）
に
向
け
、
皆
様

の
お
力
を
結
集
し
、
都
区
協
の
も
う
一
歩
の
前
進
を

形
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
　
俳
句
大
会

も
う
一
歩
の
前
進

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
会
長
　
山
本
敏
倖

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

令
和
六
年
度
定
時
総
会

　
一
句
持
寄
り
句
会
・
懇
親
会

　

令
和
六
年
度
の
定
時
総
会
及
び
一
句
持
寄
り
句

会
・
懇
親
会
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
多

数
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

会
長　

山
本
敏
倖

　
　
　
　
　

記

日
　
時�

令
和
六
年
三
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（
土
）

総
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午
後
一
時
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句
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午
後
二
時
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十
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よ
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投
句
締
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一
時
）

懇
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午
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五
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よ
り

会
　
場�

台
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実
は
五
十
五
回
を
も
っ
て
「
秋
季
吟
行
会
」
は

な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
が
最
後
。
し
か
し
、

吟
行
会
を
迎
え
る
時
点
で
は
ま
だ
誰
も
知
ら
な
か
っ

た
。
令
和
六
年
か
ら
は
「
令
和
六
年
度
俳
句
大
会（
新

入
会
員
歓
迎
会
は
変
わ
ら
ず
）」
と
生
ま
れ
変
わ
る
の

だ
。
名
前
が
変
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
違

う
俳
句
大
会
に
な
る
。
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
の

全
国
に
向
け
て
の
俳
句
大
会
と
な
る
。

◆

　

さ
て
、
そ
の
最
後
の
吟
行
会
は
前
日
ま
で
台
風
の

影
響
で
大
荒
れ
の
東
京
だ
っ
た
が
、
当
日
は
曇
り
が

ち
と
は
言
え
、
ま
ず
ま
ず
の
天
気
。
も
っ
と
も
、
こ

の
吟
行
会
の
特
徴
は
「
毎
年
、
同
じ
吟
行
地
（
浅
草

界
隈
）・
同
じ
季
節
」
と
い
う
面
白
さ
が
あ
り
、
天

気
次
第
で
は
駅
か
ら
句
会
場
へ
ま
っ
す
ぐ
歩
く
だ
け

の
吟
行
と
い
う
人
も
多
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

と
ま
れ
、
新
入
会
員
七
名
を
含
む
、
四
十
二
名
の

参
加
を
得
て
、
今
野
龍
二
幹
事
長
の
司
会
に
よ
り
予

定
通
り
の
開
催
。
ま
ず
小
髙
沙
羅
副
会
長
の
開
会
の

言
葉
、
続
い
て
山
本
敏
倖
会
長
に
よ
る
挨
拶
、
松
澤

雅
世
常
任
顧
問
に
よ
る
挨
拶
。
引
き
続
き
、
長
谷
川

は
る
か
総
務
部
長
か
ら
新
入
会
員
の
紹
介
が
な
さ
れ

た
。
新
入
会
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
、
自
己
紹
介
・
抱

負
が
述
べ
ら
れ
た
の
だ
が
、
通
り
一
遍
、
形
だ
け
の

抱
負
で
は
な
く
、
み
な
具
体
的
に
し
っ
か
り
述
べ
ら

れ
た
の
に
、
筆
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
会
員
が
感

心
し
て
い
た
。
引
き
続
き
、
記
念
品
贈
呈
、
写
真
撮

影
。
そ
の
後
、
役
員
の
紹
介
を
経
て
、
幹
事
長
の
講

話
「
浅
草
今
昔
物
語
」
第
三
弾
。
そ
の
間
、
出
句
さ

れ
た
俳
句
は
清
記
さ
れ
て
お
り
、
句
稿
の
配
布
・
選

句
。
川
崎
果
連
幹
事
、石
口
り
ん
ご
幹
事
に
よ
る
披
講
。

作
者
名
が
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
早
速
、
特
別
選
者
に

よ
る
講
評
。
そ
の
間
に
別
室
で
は
点
盛
り
作
業
が
な

さ
れ
、
結
果
が
出
る
と
、
い
よ
い
よ
栗
原
か
つ
代
事

業
部
長
に
よ
り
成
績
発
表
。
上
位
二
十
位
に
賞
品
授

与
。
宮
川
夏
組
織
部
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
。
三
時

間
四
十
五
分
、
予
定
通
り
の
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
一
昨
年
、
昨
年
と
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
懇
親
会
を
開
催
。
中
内
火
星
広
報
部
長
の
司
会
に

よ
り
、
こ
ち
ら
も
予
定
通
り
ス
タ
ー
ト
。
瀬
藤
芳
郎

企
画
部
長
よ
り
開
会
の
言
葉
、
そ
し
て
空
腹
と
喉
の

渇
き
で
急
か
さ
れ
る
よ
う
に
松
田
ひ
ろ
む
顧
問
に
よ

る
乾
杯
の
ご
発
声
。
少
し
潤
っ
た
と
こ
ろ
で
、
佐
怒

賀
正
美
副
会
長
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
歓
談
に
。
途
中
、
櫻
木
美
保
子
D
ブ
ロ
ッ
ク
幹

事
長
、
高
橋
透
水
C
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
か
ら
、
近
々
に

控
え
て
い
る
吟
行
会
の
案
内
が
あ
り
、
ま
た
新
し
く

始
ま
る
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
通
信
句
会
」
の
案
内
も
話
さ

れ
た
。
一
つ
の
吟
行
会
は
終
わ
っ
た
が
、
都
区
協
の

吟
行
会
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

五
十
五
回
秋
季
吟
行
会
・
新
入
会
員
歓
迎
会

令
和
五
年
九
月
九
日
（
土
）　

於
：
台
東
区
民
会
館



― 3 ―

　

そ
し
て
幹
事
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で
お
開
き
に
。

佳
き
一
日
で
あ
っ
た
。

《
特
別
選
者
特
選
句
》

　
山
本
敏
倖
会
長  

特
選

墨
堤
に
人
影
秋
は
一
歩
づ
つ�

今
村
た
か
し

　
佐
怒
賀
正
美
副
会
長  

特
選

担
ぎ
胼
胝
袈
裟
か
ら
覗
く
盆
の
僧�

早
川
　
厚
　

　
小
髙
沙
羅
副
会
長  

特
選

台
風
の
し
っ
ぽ
に
触
れ
る
雷
門�

櫻
木
美
保
子

　
今
野
龍
二
幹
事
長  

特
選

長
月
を
は
み
出
す
人
形
焼
の
餡�

山
本
　
敏
倖

　
今
村
た
か
し
副
幹
事
長 

特
選

菊
酒
や
母
の
浅
草
ぶ
ら
ぶ
ら
記�

松
田
ひ
ろ
む

　
松
澤
雅
世
常
任
顧
問 
特
選

雁
の
便
仁
丹
塔
が
見
え
た
こ
ろ�

横
山
　
小
鼓

　
松
田
ひ
ろ
む
顧
問 

特
選

伝
法
な
女
ば
か
り
が
走
り
蕎
麦�
今
野
　
龍
二

　
青
木
栄
子
監
査 

特
選

秋
澄
ん
で
仲
見
世
通
り
の
多
色
刷�

石
口
り
ん
ご

《
新
入
会
員
作
品
》

担
ぎ
胼
胝
袈
裟
か
ら
覗
く
盆
の
僧�

早
川
　
厚
　

重
陽
や
鬼
平
忍
ぶ
待
乳
山�

野
上
き
よ
み

観
音
を
守
る
銀
杏
や
震
災
忌�

水
村
　
洋
子

白
粉
に
占
拠
さ
れ
た
る
二
十
坪�

髙
木
マ
キ
子

秋
時
雨
句
の
種
子
探
す
浅
草
寺�

小
山
　
園
子

レ
イ
ト
シ
ョ
ー
了
へ
て
眩
し
き
芒
道�

橋
本
　
牧
人

原
色
を
く
ぐ
り
浅
草
花
木
槿�

見
目
　
千
絵

《
参
加
作
品
》 （
高
点
二
十
句
）

１
菊
酒
や
母
の
浅
草
ぶ
ら
ぶ
ら
記�

松
田
ひ
ろ
む

２
露
の
世
の
翻
訳
み
く
じ
売
れ
ま
く
る�

川
崎　
果
連

３
長
月
を
は
み
出
す
人
形
焼
の
餡�

山
本　

敏
倖

４
台
風
の
し
っ
ぽ
に
触
れ
る
雷
門�

櫻
木
美
保
子

５
鰯
雲
君
居
れ
ば
ゆ
く
神
谷
バ
ー�

横
山　

小
鼓

６
墨
堤
に
人
影
秋
は
一
歩
づ
つ�

今
村
た
か
し

７
足
踏
み
の
秋
を
待
た
せ
る
仁
王
の
手�

讃
岐　

幸
江

８
色
物
と
な
り
て
秋
め
く
寄
席
囃
子�

広
田　

輝
子

９
重
陽
や
鬼
平
忍
ぶ
待
乳
山�

野
上
き
よ
み

10
秋
澄
ん
で
仲
見
世
通
り
の
多
色
刷�

石
口
り
ん
ご

山本敏倖会長と新入会員の皆さん。左から見目千絵氏、小山園子氏、橋本牧人氏、会長、
野上きよみ氏、髙木マキ子氏、早川厚氏、水村洋子氏
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11
黍
団
子
風
に
多
言
語
散
り
散
り
に�

宮
川　

夏　

12
秋
天
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高
か
ら
ず

�

石
口　

榮　

13
武
器
の
な
き
未
来
図
い
ま
だ
雁
渡
し

�

鈴
木　

光
子

14
今
生
の
ど
か
と
提
灯
野
分
雲�

中
内　

火
星

15
香
煙
を
む
せ
る
程
あ
び
鰯
雲�

江
原　

玲
子

16
爽
や
か
や
阿
弥
陀
如
来
の
手
の
窪
み

�

磯
部　

薫
子

17
伝
法
な
女
ば
か
り
が
走
り
蕎
麦�

今
野　

龍
二

18
た
て
横
に
人
行
く
浅
草
野
分
あ
と�

青
木　

栄
子

19
浅
草
の
秋
の
風
鈴
鳴
る
方
へ�

小
髙　

沙
羅

20
担
ぎ
胼
胝
袈
裟
か
ら
覗
く
盆
の
僧�

早
川　

厚　

《
以
下
順
不
同
》

重
陽
や
歳
を
重
ね
て
句
の
若
し�

高
橋　

透
水

秋
愁
を
一
転
せ
し
む
観
覧
車�

豊
島
月
舟
斎

国
籍
の
バ
ザ
ー
ル
で
あ
り
鳩
の
秋�
白
石　

正
人

浅
草
を
秋
簾
越
し
蕎
麦
啜
る�
佐
怒
賀
正
美

観
音
を
守
る
銀
杏
や
震
災
忌�
水
村　

洋
子

ち
ょ
っ
と
濃
き
ホ
ッ
ピ
ー
頼
む
秋
燕�

鋤
柄　

杉
太

香
煙
の
前
頭
葉
へ
入
む
身
か
な�

山
﨑　

百
花

と
こ
し
へ
に
秘
佛
解
か
れ
ず
秋
霞�

松
澤　

雅
世

原
色
を
く
ぐ
り
浅
草
花
木
槿�

見
目　

千
絵

白
粉
に
占
拠
さ
れ
た
る
二
十
坪�

髙
木
マ
キ
子

秋
時
雨
句
の
種
子
探
す
浅
草
寺�

小
山　
園
子

秋
雨
の
痕
跡
三
匠
句
碑
の
黙�

榎
並　

恵
那

秋
高
し
そ
ろ
ば
ん
店
と
浅
草
寺�

渡
邊
す
み
れ

レ
イ
ト
シ
ョ
ー
了
へ
て
眩
し
き
芒
道�

橋
本　

牧
人

雷
門
秋
暑
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
待
合
せ�

栗
原
か
つ
代

堪
え
が
た
き
を
堪
え
て
の
の
ち
涼
新
た

�

瀬
藤　

芳
郎

六
三
四
な
る
ツ
リ
ー
に
か
か
れ
る
入
道
雲

�

大
山
実
知
子

台
風
一
過
雷
お
こ
し
佳
し
と
咬
む�

北
村
眞
貴
子

二
の
腕
に
雷
神
を
彫
る
秋
風�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

浅
草
は
ま
る
で
外
国
菊
の
酒�

山
中　

裕
子

浅
草
に
秋
の
風
鈴
狐
面�

長
谷
川
は
る
か

鳳
凰
の
雲
秋
の
寺
よ
り
離
る�

五
十
嵐
秀
山

（
栗
原
か
つ
代
記
）
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ス
ポ
ー
ツ
の
日
は
一
年
で
一
番
晴
天
の
日
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
日
が
D
ブ
ロ
ッ
ク
の
吟
行
会

と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
以
上
経
ち
ま

す
。
予
想
通
り
の
晴
天
続
き
で
し
た
が
、
今
回
初
め
て
、

雨
の
吟
行
会
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
も
急
激
に
下
が

り
二
十
度
以
下
で
す
。
当
日
、家
を
出
る
と
き
は
、「
何

人
の
欠
席
者
が
出
る
だ
ろ
う
」
と
寒
い
雨
の
中
、
句

会
場
の
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
に
急
ぎ

ま
し
た
。

　

蓋
が
開
い
て
み
れ
ば
、
杞
憂
で
し
た
。
こ
の
悪
天

候
で
す
か
ら
、
欠
席
者
は
出
ま
し
た
が
、
思
い
も
か

け
ず
初
め
て
の
方
た
ち
四
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
四
十
四
名
で
す
。

　

吟
行
地
石
神
井
公
園
は
色
ん
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
歴
史
的
背
景
、
太
田
道
灌
に
滅
ぼ
さ
れ
た
豊

島
氏
の
城
跡
と
照
姫
伝
説
は
有
名
で
す
。
他
に
も
武

蔵
野
の
自
然
豊
か
な
地
で
、
お
花
見
、
紅
葉
狩
り
は

も
ち
ろ
ん
、
沼
沢
植
物
群
落
は
国
の
天
然
記
念
物
、

日
本
の
音
風
景
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
又
、

か
っ
て
文
学
者
の
集
っ
た
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
高
浜
虚
子
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
方
た
ち
の

吟
行
地
、
そ
れ
に
檀
一
雄
、
坂
口
安
吾
と
太
宰
治
な

ど
無
頼
派
の
集
っ
た
石
神
井
ホ
テ
ル
跡
近
辺
を
主
に

回
り
ま
し
た
。

　

石
神
井
公
園
駅
に
10
時
集
合
。
そ
れ
ぞ
れ
が
傘
を

傾
け
、
雨
の
吟
行
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
雨
粒
を
い
っ

ぱ
い
つ
け
た
力
芝
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
『
日

本
の
音
風
景
』
は
秋
雨
の
音
の
よ
う
で
す
。

　
雨
の
吟
行
は
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
雨
の
中
で
し
か

見
ら
れ
な
い
景
色
が
あ
り
ま
し
た
。
石
神
井
公
園
・

三
宝
寺
池
の
色
ん
な
面
が
詠
ま
れ
、
個
性
豊
か
な
素

敵
な
俳
句
、
総
数
八
十
八
句
が
揃
い
ま
し
た
。

　

佐
怒
賀
正
美
副
会
長
の
講
話
「
現
代
俳
句
の
新
た

な
試
み
」
は
マ
ブ
ソ
ン
青
眼
氏
の
句
集
『
妖
精
女
王

マ
ブ
の
洞
窟
』を
レ
ジ
メ
と
し
、こ
れ
か
ら
の
俳
句
の
ひ

と
つ
の
方
向
性
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
続
い

て
選
句
・
披
講
と
テ
ン
ポ
よ
く
進
み
、
心
地
よ
い
緊

張
の
な
か
句
会
が
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　
俳
句
会
の
帰
り
際
や
懇
親
会
の
後
に
は
「
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
、
何
人
か
の
方
か
ら
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
外
は
荒
天
で
し
た
が
、
句
会
場
は
青

空
が
覗
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
四
十
四
名
の
皆
様
、
会
の
進

行
に
携
わ
っ
た
皆
様
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
特
別
選
者
・
特
選
句
》

　
山
本
敏
倖
都
区
協
会
長　
特
選

秋
霖
の
森
無
頼
派
の
お
の
ま
と
ぺ�

栗
原
か
つ
代

　
佐
怒
賀
正
美
都
区
協
副
会
長　
特
選

雨
降
っ
て
美
男
葛
で
い
ら
れ
な
い�

中
内　
火
星

　
今
野
龍
二
都
区
協
幹
事
長　
特
選

ス
カ
ッ
と
晴
れ
た
秋
だ
っ
た
夢
だ
っ
た�

中
内　
火
星

　
松
田
ひ
ろ
む
都
区
協
顧
問　
特
選　
　

雨
の
日
の
小
股
歩
き
に
木
の
実
落
つ�

今
村
た
か
し

　
今
村
た
か
し
D
ブ
ロ
ッ
ク
代
表　
特
選

秋
雨
に
虚
子
の
一
句
が
見
え
隠
れ�

小
髙　
沙
羅

《
参
加
作
品
》
高
点
順

１
雨
降
っ
て
美
男
葛
で
い
ら
れ
な
い�

中
内　
火
星

２
雨
の
日
は
雨
の
音
し
て
木
の
実
落
つ�

広
田　
輝
子

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
吟
行
会

　
令
和
五
年
十
月
九
日
（
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）

　
於
：
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
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３
方
針
は
な
い
が
団
栗
止
ま
ら
な
い�

増
田　
萌
子

４
団
栗
の
転
が
ら
ぬ
日
の
堕
落
論�

栗
原
か
つ
代

５
雨
の
日
の
小
股
歩
き
に
木
の
実
落
つ�

今
村
た
か
し

６
烏
瓜
水
の
し
た
た
る
思
考
力�

江
原　
玲
子

７
一
族
の
絶
え
て
石
神
井
草
の
絮�

今
野　
龍
二

８
文
人
の
魂
か
十
月
の
睡
蓮�

赤
澤　
敬
子

９
火
宅
の
火
借
り
て
団
栗
炒
り
上
げ
む�

佐
怒
賀
正
美

10
開
店
は
夜
で
す
虫
の
レ
ス
ト
ラ
ン�

石
口　
榮　

11
秋
雨
に
虚
子
の
一
句
が
見
え
隠
れ�
小
髙　
沙
羅

12
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
背
に
秋
冷
の
垂
直
に

�

鈴
木　
光
子

13
枯
葦
の
雨
枯
葦
に
落
ち
つ
づ
く�

山
城
千
恵
子

14
秋
草
を
つ
つ
む
無
頼
な
雨
の
音�

櫻
木
美
保
子

15
佇
み
て
か
り
が
ね
寒
き
ホ
テ
ル
跡�

白
石　
正
人

16
無
頼
派
も
ど
ん
ぐ
り
の
道
柔
ら
か
に�

高
矢　
実
來

17
太
宰
坂
口
檀
の
遊
び
場
小
鳥
く
る�

安
原
南
海
子

18
漂
泊
の
人
の
背
を
打
つ
秋
の
雨�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

19
姫
塚
や
尻
ま
で
濡
れ
る
秋
時
雨�

川
崎　
果
連

20
考
へ
る
果
て
は
無
な
り
き
蘆
の
花�

山
崎　
百
花

（
以
下
順
不
同
）

会
場
ま
で
案
内
し
ま
す
水
引
草�

白
石
み
ず
き

秋
寒
し
百
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
跡�

瀬
藤　
芳
郎

秋
雨
の
こ
こ
の
歩
幅
は
四
分
音
符�

山
本　
敏
倖

聖
衣
な
る
大
理
石
像
秋
深
む�

野
上
き
よ
み

三
宝
寺
池
や
姫
の
化
身
の
秋
の
蝶�

亦
勝　
文　

容
赦
な
く
降
る
秋
霖
や
保
護
猫
来�

福
原　
郁　

揺
れ
る
蘆
文
士
は
群
れ
る
三
宝
寺�

見
目　
千
絵

城
跡
の
残
る
茶
店
の
秋
時
雨�

大
山
実
知
子

新
蕎
麦
の
「
新
」
の
青
墨
お
ろ
し
蕎
麦�

松
田
ひ
ろ
む

白
露
の
ひ
と
つ
ぶ
美
姫
の
碑
の
余
白�

豊
島
月
舟
斎

文
士
ら
の
集
い
し
ホ
テ
ル
萩
の
雨�

宮
川　
夏　

秋
雨
や
外
来
種
駆
除
の
網
重
し�

小
山　
園
子

ど
ん
ぐ
り
と
遊
べ
照
姫
も
う
泣
く
な�

高
橋　
透
水

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
射
と
め
照
姫
今
年
酒	

	
�

椎
谷　
も
も

車
道
分
け
都
会
の
鴨
の
小
さ
き
群�

永
野　
順
子

か
く
ま
で
に
秋
の
行
楽
雨
を
ん
な�

佐
藤　
道
子

残
る
蚊
め
つ
い
て
く
る
な
と
言
っ
た
の
に

	
�

石
口
り
ん
ご

同
心
円
消
え
ゆ
く
涯
は
蘆
の
花�

早
川　
厚　

文
人
の
か
つ
て
を
案
内
秋
闌
け
ぬ�

五
十
嵐
秀
山

照
姫
の
無
念
い
に
し
え
十
三
夜�

磯
部　
薫
子

城
跡
の
戦
の
は
な
し
荻
の
声�

上
田　
み
の

水
陰
の
何
を
探
す
や
小
鳥
二
羽�

大
島
有
加
里

木
道
の
優
し
き
秋
や
三
宝
池�
中
山
え
み
子

秋
時
雨
手
摺
り
の
付
い
た
太
鼓
橋�
讃
岐　
幸
江

（
櫻
木
美
保
子
記
）

後期（7月～ 9月の第2土曜日）
7月13日、8月10日、9月14日の
13時30分～16時30分

講師：川崎果連
（現代俳句オープンカレッジ講師）

• ２句事前投句

前期（4月～ 6月の第2土曜日）
4月13日、5月11日、6月8日の
13時30分～16時30分

講師：高橋透水
（現代俳句オープンカレッジ講師）

• ２句持ち込み

2024年度 都区協初心者講座 受講者募集
於：現代俳句協会本部図書室

受講料：１期３０００円
申込先：栗原かつ代　℡090-4383-5875
知人友人にお勧めくださいますようお願いいたします。
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東京都区現代俳句協会
令和6年度俳句大会・新入会員歓迎会
期　　日� 令和 6 年 9 月 28 日（土）午後 1時より
場　　所� 台東区民会館 8階　第 2会議室
俳句大会表彰式
講話� 講師� 東京都区現代俳句協会幹事長
�� � 「瓏玲」代表　今野龍二先生
� 演題�「浅草今昔物語」
新入会員紹介・一句持寄り句会

東京都区現代俳句協会令和6年度俳句大会

作 品 募 集

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

発
展
基
金
募
集
に
つ
い
て

当
協
会
の
円
滑
充
実
し
た
事
業
活
動
運
営

の
た
め
、
発
展
基
金
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
左
記
の

要
領
に
て
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
口 

一
〇
〇
〇
円
（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

都
区
協
現
代
俳
句
協
会
会
長�

山
本��

敏
倖

◆　

◆　

◆

振
込
番
号

０
０
１
１
０
・
５
・
５
３
９
６
１
９

加
入
者
名　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

＊
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

＊
ネ
ッ
ト
振
込
み
利
用
可
。

郵
便
振
替
払
込
受
領
証
に
て
領
収
書
に
代

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

基
金
担
当　
　

石
口　
　

榮

●
会
員
外
の
投
句
歓
迎
。

□
応
募
規
定　

二
句
一
組　

一
、〇
〇
〇
円

何
組
で
も
可
・
新
作
未
発
表
作
品
に
限
る
。

前
書
き
不
可
・
所
定
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
使
用
。

住
所
、
電
話
番
号
、
姓
号
を
明
記
。

出
句
料
は
出
句
と
同
時
に
納
入
。

（
小
為
替
の
受
取
人
欄
は
無
記
入
の
こ
と
）

□
送
り
先�

〒
1
6
7
￨
0
0
5
3

東
京
都
杉
並
区
西
荻
南
4
￨
18
￨
11

�
�

　
　

磯
部
薫
子
方

　

都
区
協
令
和
６
年
度
俳
句
大
会
係

□
締
切�

令
和
６
年
６
月
末
日

�

当
日
消
印
有
効

□
会
費�

一
句
持
寄
り
句
会
参
加
費
千
円�

�

懇
親
会
五
千
円

□
発
表�

大
会
席
上
お
よ
び
都
区
協
会
報

　
　
　
　

��
投
句
者
に
は
作
品
集
進
呈

□
表
彰�
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞
・
東
京

都
区
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞
・
全
国
俳
誌
協

会
賞
・
俳
句
の
ま
ち
あ
ら
か
わ
賞
・
台
東
区

あ
し
た
の
俳
句
賞
・
秀
逸
賞
・
佳
作
賞

★
応
募
規
定
に
反
し
た
場
合
は
発
表
後
で
も

入
賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
五
年
発
展
基
金
寄
付
者
芳
名

（
九
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日
分
ま
で
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

ご
支
援
ご
協
力
を
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

五
口　

坂
本　

君
江

二
口　

前
田　

友
彦
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連
日
猛
暑
の
続
く
中
、
当
日
は
二
十
七
・
三
度
。

少
し
過
ご
し
や
す
く
な
り
ほ
っ
と
致
し
ま
し
た
。
今

回
は
三
十
二
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
結
果
発
表
）

１
少
年
の
心
に
扉
秋
風
鈴�

江
原　

玲
子

２
鶺
鴒
や
染
屋
の
残
る
神
田
川�

高
橋　

透
水

３
核
の
文
字
紙
面
に
い
く
つ
石
叩
き�

赤
澤　

敬
子

４
鶺
鴒
や
動
体
視
力
ま
だ
い
け
る�

石
口　

榮　

５
木
枯
し
や
小
屋
の
扉
へ
釘
を
打
ち�

安
藤　

草
太

（
以
下
順
不
同
）

八
十
の
扉
軽
軽
秋
日
和�

相
沢　

幹
代

私
の
季
節
秋
の
扉
が
開
い
た
か
ら�

小
髙　

沙
羅

永
き
夜
の
記
憶
の
扉
は
半
開
き�

中
本　

勝
美

木
漏
れ
日
の
欠
片
集
め
る
石
叩
き�

広
田　

輝
子

鶺
鴒
は
風
の
ワ
ル
ツ
に
乗
っ
て
く
る�

白
石
み
ず
き

鶺
鴒
や
地
球
叩
い
て
明
る
う
す�

松
澤　

雅
世

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
後
ろ
姿
や
石
叩
き�

青
木　

栄
子

求
愛
は
灰
に
な
る
ま
で
石
叩�

川
崎　

果
連

秋
風
の
小
さ
な
扉
猫
の
た
め�

讃
岐　

幸
江

男
に
は
男
の
悩
み
石
叩
き�

今
野　

龍
二

扉
を
開
け
て
甲
斐
の
光
と
蛇
笏
の
忌�

蓮
尾　

碩
才

蜻
蛉
の
く
ぐ
る
扉
や
ボ
ヘ
ミ
ア
ン�

見
目　

千
絵

扉
の
奥
の
亡
夫
の
ス
ー
ツ
秋
の
声�

鈴
木　

光
子

鶺
鴒
の
走
り
続
け
る
孤
独
あ
り�

櫻
木
美
保
子

渓
流
の
要
の
位
置
や
石
た
た
き�

上
野　

英
一

商
談
は
短
く
い
こ
う
石
叩�

宮
川　

夏　

鶺
鴒
の
渡
る
橋
な
ら
つ
い
て
行
く�

長
谷
川
は
る
か

神
無
月
門
扉
を
閉
ざ
す
隣
国
は�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

鶺
鴒
や
房
事
は
る
か
に
遠
の
き
て�

白
石　

正
人

ふ
た
た
び
の
旅
の
扉
よ
秋
桜�

北
村
眞
貴
子

石
た
た
き
無
音
の
水
上
バ
ス
乗
り
場�

高
矢　

実
來

鶺
鴒
の
音
に
ま
ぎ
れ
て
火
の
音
符�

山
本　

敏
倖

天
高
く
地
獄
の
門
扉
か
た
く
閉
づ�

山
﨑　

百
花

鶺
鴒
や
ポ
ー
ル
モ
ー
リ
ア
聴
く
川
辺�

坂
本　

君
江

大
旱
の
扉
対
角
線
の
夫�

大
橋　

愛
子

新
涼
や
回
転
ド
ア
で
前
世
へ�

磯
部　

薫
子

鶺
鴒
の
い
そ
い
そ
夜
は
ま
だ
浅
い�

松
田
ひ
ろ
む

　

今
回
も
素
晴
ら
し
い
句
が
沢
山
そ
ろ
い
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
宮
川　

夏
記
）

編
集
後
記

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
今
は

「
明
け
る
」
度
に
コ
ロ
ナ
に
戦
争
と
、
い
い
こ
と
が
な
い
。

身
近
で
は
物
価
高
ラ
ッ
シ
ュ
。
て
こ
と
で
リ
ユ
ー
ス
流

行
り
。
服
に
鞄
、
小
物
類
。
そ
の
浮
い
た
お
金
で
外
食

や
旅
行
と
か
。
い
っ
そ
外
食
も
リ
ユ
ー
ス
？
想
像
は
つ

く
が
、
旅
行
の
リ
ユ
ー
ス
っ
て
何
だ
ろ
う
。�

（
火
星
）

第
三
十
四
回
高
田
馬
場
「
秋
」
句
会
報

　
令
和
五
年
十
月
三
日
（
火
）

　
兼
題
「
鶺
鴒
」・
席
題
「
扉
」

広
報
部
・
編
集
室
　

　
〒
150–

0013�

渋
谷
区
恵
比
寿

　
　

二
︱
三
三
︱
五
︱
二
〇
二　

中
内
火
星
方

TEL

・FAX　

〇
三
︱
三
四
四
〇
︱
四
四
七
九

Ｅ
メ
ー
ル　

ham
@
m
x3.ttcn.ne.jp

日
　
　
時　

�

令
和
六
年
四
月
二
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
十
二
時
半
受
付
開
始

会
　
　
費　

千
円

場
　
　
所　

JR
高
田
馬
場
駅
前
Ｆ
Ｉ
ビ
ル
８
階

兼
　
　
題
　「
桜
」

　
　
　
　
　
　

席
題
は
当
日
掲
示

句
会
内
容　

二
句
投
句
・互
選
六
句
内
一
句
特
選

参
加
申
込
　
宮
川�

夏
（
定
員
三
十
名
）

　
　
　
　
　

℡
０
８
０
-３
４
５
２
-２
５
７
７

　
　
　
　
　

Fax
０
３
-３
３
３
９
-９
８
４
１

（
ご
自
分
の
氏
名
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）

高
田
馬
場
「
春
」
句
会
の
ご
案
内


